
 

 

 ゲルマラジオはＬＣ並列共振回

路や半導体の学習の良い教材にな

ります。 

生徒に見せたら，「なぜ電源が要

らないの？」と驚いてました。 

 「いまさら？」って気がしない

でもありませんが，40年ぶり(笑)

くらいに作ってみたらいくつかの

発見もありましたからメモしてお

きます。 

 

 

 

■コイルを自分で巻いてみましょう                             

ＬＣ共振回路の共振周波数は 
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=  なので， 

Ｌ＝330μＨ，Ｃ＝260pF で 

f=543kHz になります。市販の

ＡＭラジオ用のパーツもだい

たいこれくらいの値になって

います。 

 

                        【自作コイルいろいろ】 

電子工作の本にはよく「フィルムケースにエナメル線を 100 回くらい巻くとよい」と書かれてい

ます。でも，コイルの直径は大きい方が電磁波の磁場をとらえるアンテナとしてもはたらく高感度

なコイルとなるので，ガムテープの芯や印刷機(リソグラフ)のマスターの芯の紙筒に巻いてみまし

た。ところが，いったい何回巻いたらよいのかよく分かりません(^^;) 

ネットで調べてみたら，「ゲルマラジオ設計支援プログラム GRDS1.3」というフリーソフトを見

つけました。（ http://hp.vector.co.jp/authors/VA046605/ ） 

 これを使うとソレノイド(円筒)形だけでなく，スクエア(角柱)形やループ(方形)形状などの

のコイルでも巻き数を簡単に計算できます。これはスグレモノです。 
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【ゲルマラジオ設計支援プログラム GRDS1.3 でガムテープの芯を使ったコイルを設計してみました】 

  

いくつかコイルを巻いてみて，「ほんとにこれで計算

通りのＬになってるのかなあ」と気になりはじめまし

た。 

「共立エレショップ」 http://eleshop.kyohritsu.com/ 

でＬＣＲメータを買って(11,300 円)測定してみたと

ころ，だいたいＯＫみたいです。 

 ただ，φ0.4 のエナメル線をフィルムケースに 92回 

巻いたものは 120μＨしかありませんでした。まあ，

多くの放送局は中波帯の上の方にありますから，これ

でも大丈夫なのでしょう。 

「ゲルマラジオ設計支援プログラム GRDS1.3」で計

算してみると，330μＨのコイルにするには 167 回巻か

ないといけないようです。ってか，フィルムケースの

長さではそんなに巻けませんが(笑) 

【その名の通りＬとＣとＲが測れるＬＣＲメータ ELC-100】 

 



 

 

■「フラフープコイル」は抜群の性能！                             

 ネット検索してたら，

100 円ショップ「セリ

ア」で買ったフラフー

プの中にＬＡＮケーブ

ルを入れてアンテナコ

イルにしている人を見

つけました。直径はな

んと 63cm もあります。 

ＬＡＮケーブルは中

に８本の導線が入って

いますから，順につな

いでいくと８巻きのコ

イルになるわけです。 

 頭がこんがらないよ

うにあらかじめどうつ

ないでいくかをメモし   

【高性能なフラフープ・コイル】              ておいて，平ラグ板の

上でハンダづけしていきます。 

 こうやってタップを出しておくと，放送局に

よって最も高感度で受信できる巻き数を選べる 

わけです。 

ちなみに，地元ラジオ局「岐阜ラジオ」1431kHz

は真ん中のタップ(4 巻き)のところがベストで

した。このコイルは，磁場をとらえるアンテナ

としても高性能で，外部アンテナを必要としな   

【平ラグ板でタップを出すとよい】     いほどです。 

 また，このコイル(磁場アンテナ)は指向性があることがは

っきり分かります。上の写真のようにコイルを縦に設置して，

円の動径方向をラジオ局送信所のアンテナに向けると最高感

度となります。つまり，磁場は水平偏波なのです。そういえ

ば，ＡＭラジオの送信アンテナは右の写真のようなものです

から，もし電場をとらえるロングワイヤーアンテナを張るな

ら縦に立てないといけないわけです。 



 

 

■可変コンデンサ（バリコン）も自作しよう                            

 最近はもう手に入れるのが難しいかもしれませんが，エアバリコンはぜひ生徒に見せてやり

たいものです。対向面積を変化させることによって容量を変化させるという「原理むき出し」

なのがすばらしいと思います。 

 もちろん，ホームセンターで手に入る薄いアルミ板や，もっと手軽なところでアルミホイル

使ってもバリコンを作れます。 

10cm×15cm のアルミ板(ホームセンターで売っているアルミ板は表面に薄いビニールが貼ってあり

ますから，これをはがさなければ２枚の極板を絶縁させることができます)をぴったり重ね合わせると

約 1000pF ありました。1/4 くらいのサイズでもＡＭラジオ用のバリコンとして使えることにな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【260pF のエアバリコン】         【10cm×15cm のアルミ板２枚のバリコン】 

 

■ゲルマニウムダイオードの代わりに黄鉄鉱で検波しよう→懐かしの「鉱石ラジオ」だ！                           

ＩＮ６０というゲルマニウムダイオードはすでに生 

産を終了しているようで，現在市場に出回っている

ものがなくなれば手に入らなくなると思われます。

今のうちに仕入れておいた方がいいかもしれません。 

 もちろん，よく知られているように黄鉄鉱(FeS2)

や方鉛鉱(Pbs)，さらに磁鉄鉱やバーナーで焼いた銅

板や１０円玉でも検波できます。 

 鉱石をワニ口クリップかなんかで掴んで，上から

縫い針で良いポイントを探ってやります。ショット

キーバリアダイオードと同じ原理です。 

手持ちの鉱石では黄鉄鉱がＩＮ６０と比べても遜色   

【黄鉄鉱と縫い針で検波】       のない検波能力を持っていました。 



 

 

■送信所が近ければスピーカーを鳴らすこともできます                           

 ゲルマラジオはクリスタルイヤホ

ンで聴くものと相場が決まっていま

すが，もし送信所が近ければスピー

カーを鳴らすことも可能です。 

 僕の家は，地元ラジオ局の送信所

から約３km のところにあるので，な

んとかイケるんじゃないかと思って 

挑戦してみました。 

 ただ，ゲルマラジオの出力インピ

ーダンスは数十ｋΩ，普通のダイナ

ミックスピーカーは８Ωですから， 

【TRON 社製 OUTPUT トランス OUT-1H  600 円】          インピーダンス整合用のトランスが 

必要になります。 

 手持ちのトランス（ST-32 とか，電源用のトランスとか）を片っ端から試してみましたが，

どれも今ひとつ。 

 ネット検索して「ラジオ少年」http://www.radioboy.org/ というサイトで 20kΩ－８Ωの

OUTPUT トランスを見つけて通販で手に入れました。これをつないでやると，ベッドサイドで聞

くくらいなら十分な音量でスピーカーが鳴りますよ。       murata@straycats.net 


